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Investigation of The Vase Life of Cut Flowers in Different Seasons
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Summary
　The vase life of major cut flower species was investigated in each of the four seasons. In spring, summer, 
autumn and winter, the vase life of 14, 12, 11 and 10 species, respectively, was examined. Applied temperatures 
were 23ºC in spring and autumn, 30ºC in summer and 15ºC in winter. The same flower species exhibited a vase 
life that was relatively long in winter and relatively short in summer. The vase life of species varied significantly 
at 23ºC. Chrysanthemums in distilled water (DW) lasted about 20 days, which was the longest vase life among 
the species tested. Carnations, Eustoma, Gerbera and Alstroemeria in DW had a relatively long vase life (about 10 
days or more), which was extended by treatment with a preservative composed of glucose and germicides. The 
vase life of lilies and Helianthus annuus in DW was about 10 days, and was not extended by the preservative. 
Roses, tulips and dahlias in DW had a relatively short vase life (less than 10 days), which was extended by the 
preservative in the case of roses and dahlias, but not tulips. The effectiveness of the preservative in the case of 
the tulips varied with the cultivars. Delphinium, sweet peas, gladioli, calla lilies and Chinese peonies in DW 
exhibited relatively short vase life (less than 10 days), which was not extended by the preservative.












は 20℃～ 25℃で実施されている（Hu et al., 1998；














　糖質と抗菌剤処理はバラ（Ichimura et al., 2006），ト


















シミュレーションを行う場合，1 mg･L-1 5- クロロ -2- メ
チル -4- イソチアゾリン -3- オン（CMIT），0.4 mg･L-1 
2- メチル -4- イソチアゾリン -3- オン（MIT）および
100 mg･L-1 硫酸アルミニウムから構成される抗菌剤溶
液１L に 12 本を挿した．
　花持ち検定にあたり，ユリ，トルコギキョウ，グラジ
オラス以外の切り花は 500 ｍ L コニカルビーカーに溶
液を 500 ｍ L 入れ，2 本ずつ挿した．ユリ切り花は 300 
mL の溶液に 1 本ずつ，トルコギキョウとグラジオラス
は 100 ｍ L の溶液に 1 本ずつ挿した．夏季と秋季のト
ルコギキョウおよびグラジオラスでは，1 反復あたり 1
本を供試し，6 反復とした．他の品目は 1 反復あたり 2
本を供試し，シャクヤク以外は 3 反復，シャクヤクは 2
反復とした．切り花を生ける溶液には蒸留水（DW）に
加え，糖質と抗菌剤から構成される溶液（GLA）を用い
た．GLA の組成は１％グルコース，5.7 mg･L-1 CMIT，
2 mg･L-1 MIT および 50 mg･L-1 硫酸アルミニウムであ























　茨城県内で生産された ‘ ローテローゼ ’（スタンダード）




切り戻し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．
（３）カーネーション
　茨城県内で生産された ‘ ミレディー ’（スタンダード）
と ‘ オレンジレンジ ’（スプレー）を供試した．2010 年
4 月 14 日に収穫された切り花をただちに花き研究所に
搬入した後．切り戻した．切り花の半数はSTSを処理し，
残りの半数は STS で処理せず，DW に生けた．STS 処
理は 0.2 mM の STS 溶液を用い，10℃で 24 時間行った．
STS 処理終了後，15℃で乾式輸送シミュレーションを
行い，終了後切り戻し，DW と GLA に生け，23℃で保
持した．
（４）ユリ
　高知県内で生産された ‘ ソルボンヌ ’ を供試した．
2010 年 4 月 13 日に産地から冷蔵便（輸送温度は 10℃
以下，以下同様）で発送され，翌日に到着した切り花を
切り戻し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．
（５）トルコギキョウ
　茨城県内で生産された ‘ ブルーフィズ ’（一重）と ‘ キ
ングオブスノー ’（八重）を供試した．2010 年 5 月 25
日に収穫された切り花を水揚げしながらただちに花き研
究所に搬入した．15℃で保管と湿式輸送シミュレーショ
ンを行った後，切り戻し，DW と GLA に生け，23℃で
保持した．
（６）ガーベラ
　静岡県内で生産された ‘ キムシ ’ を供試した．2010 年
4 月 12 日に産地から普通便で発送され，翌日到着した
切り花を 15℃で乾式輸送シミュレーションを行った後，
切り戻し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．輸送
シミュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（７）アルストロメリア
　長野県内で生産された ‘ プリマドンナ ’ と ‘ ハニーソフ




し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．
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第１表　保管・輸送シミュレーションおよび花持ち検定における切り花長
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　新潟県内で生産された ‘ イルデフランス ’ と ‘ バレリー
ナ ’ を供試した．2010 年 4 月 8 日に産地から冷蔵輸送
され，翌日到着した切り花を切り戻し，DW と GLA に
生け，23℃で保持した．
（９）デルフィニウム
　愛媛県内で生産された ‘ スーパーグランブルー ’ を供
試 し た．2010 年 5 月 9 日 に STS 剤（ ク リ ザ ー ル
K-20C）で処理された切り花が，産地から冷蔵便で湿式
輸送により発送された．翌日到着した切り花を切り戻し，
DW と GLA に生け，23℃で保持した．
（10）カラー
　千葉県内で生産された ‘ ウエディングマーチ ’ を供試
した．2010 年 4 月 11 日に産地から冷蔵輸送され，翌日
到着した切り花を切り戻し，15℃で輸送シミュレーショ
ンを行った後，DW と GLA に生け，23℃で保持した．
輸送シミュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（11）シャクヤク
　長野県内で生産された ‘ サラベルナール ’，‘ 富士 ’，‘ 滝
の粧 ’，‘ ルーズベルト ’ および ‘ バンカヒル ’ を供試した．
2010 年 6 月 3 日に産地から冷蔵輸送され，翌日到着し




　愛知県内で生産された ‘ 岩の白扇 ’（輪ギク）と ‘ クラ
リス ’（スプレーギク）を供試した．‘ 岩の白扇 ’ は 2009
年 8 月 18 日に，‘ クラリス ’ は 8 月 26 日に産地から冷
蔵便で発送され，翌日到着した切り花を，23℃で乾式輸
送シミュレーションを行った．シミュレーション終了後，
切り戻し，DW と GLA に生け，30℃で保持した．輸送
シミュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（２）コギク
　茨城県内で生産された ‘ すばる ’ を供試した．2009 年
7 月 23 日に収穫された切り花をただちに花き研究所に
搬入した．切り戻し，水道水に生け，23℃で保管した．
さらに 23℃で乾式輸送シミュレーションを行った後，
切り戻し DW と GLA に生け，30℃で保持した．輸送シ
ミュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（３）バラ
　茨城県内で生産された ‘ ローテローゼ ’ と ‘ パリ ’ を供




DW と GLA に生け，30℃で保持した．保管と輸送シミ
ュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（４）カーネーション
　北海道内で生産された ‘ エスキモー ’（スタンダード）
と ‘ キス ’（スプレー）を供試した．2009 年 8 月 19 日
に収穫した切り花を 60 cm に調整した．切り花の半数は
5℃で 22 時間，STS 剤（クリザール K-20C）1000 倍液
で処理し，残りは無処理とした．20 日に冷蔵便で発送
され，翌日到着した切り花を 15℃で輸送シミュレーシ




　新潟県内で生産された ‘ メデューサ ’ を供試した．
2009 年 8 月 18 日に産地から冷蔵便で発送され，翌日到
着した切り花を切り戻し，DW と GLA に生け，30℃で
保持した．常温検定区も設けた．
（６）トルコギキョウ
　長野県内で生産された ‘ オホーツクの夏 ’（一重）と ‘ ピ




DW と GLA に生け，30℃で保持した．輸送シミュレー
ションを行わない常温検定区も設けた．
（７）ガーベラ
　花き研究所ガラス温室で栽培した ‘ キムシ ’ を供試し
た．2009 年 7 月 17 日，28 日および 8 月 11 日に収穫し
た切り花を，水道水に生け，15℃で保管した後，15℃で
乾式輸送シミュレーションを行った．シミュレーション





ンゴー 50’ を供試した．2009 年 9 月 7 日に収穫した切
り花を切り戻し，水道水に生け，23℃で保管した．さら
に 23℃で輸送シミュレーションを行った後，切り戻し，
DW と GLA に生け，30℃で保持した．保管と輸送シミ
ュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（９）グラジオラス
　茨城県内で生産された ‘ プリンセスサマーイエロー ’









　愛知県内で生産された ‘ 神馬 ’ と ‘ ディックモナ ’ を供
試した．‘ 神馬 ’ は 2009 年 11 月 9 日に，‘ ディックモナ ’
は 11 月 16 日に産地から普通便で発送され，翌日到着し
た．15℃で乾式輸送シミュレーションを行った後，切り
戻し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．輸送シミ
ュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（２）コギク




し，DW と GLA に生け，23℃で保持した．保管と輸送
シミュレーションを行わない常温検定区も設けた．
（３）バラ
　茨城県内で生産された ‘ ローテローゼ ’ と ‘ パリ ’ を供







　茨城県内で生産された ‘ こまち ’（スタンダード）と ‘ オ
レンジレンジ ’（スプレー）を供試した．2009 年 11 月
9 日に収穫した切り花をただちに花き研究所に搬入した
後，切り戻した．切り花の半数は STS を処理し，残り
の半数は STS で処理せず，DW に生けた．STS 処理は
0.2 mM の STS 溶液を用い，10℃で 24 時間行った．
STS 処理終了後，15℃で乾式輸送シミュレーションを




　新潟県内で生産された ‘ ソルボンヌ ’ を供試した．
2009 年 10 月 20 日に産地から冷蔵便で発送された切り
花が翌日に到着した．切り戻し，DW と GLA に生け，
23℃で保持した．
（６）トルコギキョウ
　長野県内で生産された ‘ パステルピンク ’（一重）と ‘ ラ
リーホワイト ’（八重）を供試した．2009 年 11 月 17 日
に産地から普通便で湿式により発送された切り花が翌日
に到着した．切り戻し，15℃で湿式輸送シミュレーショ




　静岡県内で生産された ‘ キムシ ’ を供試した．2009 年
11 月 25 日に産地から普通便で発送された切り花が翌日
到着した．水道水に生け，15℃で保管と乾式輸送シミュ




　長野県内で生産された ‘ 黒蝶 ’ を供試した．2009 年 10
月 12 日に産地から普通便で湿式により発送された切り
花が翌日到着した．切り戻し，10℃で輸送シミュレーシ





　愛知県内で生産された ‘ 神馬 ’ と ‘ ディックモナ ’ を供
試した．2010 年 2 月 23 日に産地から普通便で発送され
た切り花が翌日に到着した．15℃で輸送シミュレーショ




　茨城県内で生産された ‘ ローテローゼ ’ と ‘ パリ ’ を供
試した．2010 年 3 月 1 日に収穫された切り花をただち
に水揚げしながら花き研究所に搬入した．切り戻し，抗
菌剤溶液に生け，5℃で保管，さらに 10℃で湿式輸送シ




　茨城県内で生産された ‘ ブラックバッカラ ’（スタンダ
ード）と ‘ リリアン ’（スプレー）を供試した．2010 年
3 月 3 日に収穫された切り花をただちに花き研究所に搬
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入した後，切り戻した．切り花の半数は STS を処理し，
残りの半数は STS で処理せず，DW に生けた．STS 処
理は 0.2 mM の STS 溶液を用い，10℃で 24 時間行った．
STS 処理終了後，15℃で乾式輸送シミュレーションを




　高知県内で生産された ‘ ソルボンヌ ’ を供試した．
2010 年 2 月 23 日に産地から冷蔵便で発送され，翌日に
到着した切り花を切り戻し，DW と GLA に生け，15℃
で保持した．常温検定区も設けた．
（５）ガーベラ
　静岡県内で生産された ‘ キムシ ’ を供試した．2010 年
2 月 24 日に産地から普通便で発送され，翌日に到着し
た切り花を 10℃で輸送シミュレーションを行った．シ




　新潟県内で生産された ‘ イルデフランス ’ を供試した．
2010 年 3 月 3 日に産地から冷蔵便で発送され，翌日到
着した切り花を切り戻し，DW と GLA に生け，15℃で
保持した．常温検定区も設けた．
（７）スイートピー
　宮崎県内で生産された ‘ ローズピンク ’ と ‘ ステラ ’ を
供試した．2011 年 2 月 2 日と 2 月 5 日に産地から冷蔵
便で発送された切り花が，それぞれ 2 月 4 日と 2 月 7 日
に到着した．切り花を 40 cm に切り戻し，DW と GLA
に生け，15℃で保持した．常温検定区も設けた．
（８）カラー
　千葉県内で生産された ‘ ウエディングマーチ ’ を供試
した．2010 年 3 月 4 日に産地から冷蔵便で発送され，






























































　トルコギキョウ ‘ ブルーフィズ ’ 切り花の花持ちは長
かった．糖質と抗菌剤処理による花持ち延長効果はほと
んど認められなかったが，これは 20 日で試験を打ち切














かった．糖質と抗菌剤処理により ‘ イルデフランス ’ で









せず，比較的短かかった．また，‘ ルーズベルト ’ 切り花




















































































　トルコギキョウ ‘ パステルピンク ’ 切り花の花持ちは
比較的長かった．輸送シミュレーションを実施した処理
区では特に糖質と抗菌剤処理により花持ちは延長した．

























































































　バラ（Ichimura et al., 2002），カーネーション（Nukui 
et al., 2004; Onozaki et al., 2001; Wu et al., 1991），ト
ルコギキョウ（湯本・市村，2009）など，多くの品目で
は，花持ちに品種間差があることが知られている．本調
査では，輪ギクでは ‘ 神馬 ’ と ‘ 岩の白扇 ’，バラでは ‘ ロ






まち ’ と ‘ ブラックバッカラ ’ の花持ちは STS を処理し
ない場合も長く，かつ STS 処理による品質保持効果は
みられなかった．‘ ミラクルルージュ ’ や ‘ ミラクルシン
フォニー ’ をはじめとしてエチレン生成能が低い品種は
STS による品質保持効果がないことが知られている（小
野崎ら , 2006）．したがって，‘ こまち ’ と ‘ ブラックバ
ッカラ ’ はこれらの品種と同様にエチレン生成能が非常
に低いことにより，花持ちが長い可能性がある．













































（Mortensen and Gislerød, 1999; Mortensen and Fjeld, 
1998; Torre and Fjeld, 2001）．そのため，施設内の相対
湿度が上昇しやすい冬季は花持ちが短くなりやすいこと







は ‘ メデューサ ’ であり，それ以外の季節では ‘ ソルボン


















て調査した．春季試験では 14 品目，夏季試験では 12 品
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